
地区内を練り歩きながら、数ヶ所ある休憩場所では、大人達はお酒を飲み、子ども達は

ジュースを飲む。よく晴れた空の下、地域の人の楽しそうな声が飛び交い、そんな様子

を神輿の中からご覧になって、きっと神様もご機嫌麗しいのでは、と思いました。 
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第     号 

１０月７日（日）に

浅尾三島神社で行

われた、秋の例大祭

に参加してきまし

た。  
（内海） 

朝１０時半頃、三島神社には法被
は っ ぴ

を身につけた子ども達と男衆が集まってきます。まずは、神社拝

殿の中で、氏子総代や区長などによって神事が執り行われます。 

秋の例大祭は、神様にその年の収穫を感謝するお祭りです。そのため、春の例大祭時の神饌（神様

に供える飲食物）とは内容が違い、写真１のように必ず稲穂が加えられます。神事が終わった後、宮

司さんにより神様が一時的に神輿に移されます。三島神社の神輿は写真２にあるように２つ。大人が

担ぐ神殿をかたどった神輿と、子ども神輿。子ども神輿の方には、小さな子も参加できるように、後

ろに長い紐が付いています。 

 
 

午前１１時頃、いよいよ神輿渡御
と ぎ ょ

が始まりました。「わっしょい！

わっしょい！」の掛け声とともに、大人が担ぐお神輿を先頭に浅尾

区内を練り歩きます。道祖神場や集落境、お賽銭を入れてくださっ

た家の前（右の写真のように、神輿とともに賽銭箱も一緒に練り歩

きます。神社に帰ってくる頃にはずっしりとした重さに。賽銭を入

れてくださった方には破魔矢が渡されます）で、神輿を揉みます。

神輿を「揉む」とは、激しく上下に揺さぶることを言います。そも

そも、神様が神輿に乗って外に出でますのは、神様の威光を広く行

き渡るようにするという目的のためです。神様を神輿に乗せて地区

を練り歩くことによって、地区の人の幸せを祈り、災いを除いてい

ただこうとします。神輿を揉むのは、神様の威光をさらに高めるた

めに行います。 
 

地区内を一回りして神輿が神社に到着した後は、神様を神社にお

戻しする儀式が執り行われ、その後公民館で直会
なおらい

が開かれます。 

直会とは、現在は祭り後の宴会のように捉えられていますが、元々

は、神事で神様に供されたお神酒や神饌を祭りに参加した人達で頂

くということを指し、神事の一部とみなされていました。神様が召

し上がったものを頂くことによって、神様との結びつきを強くし力

を分けていただき、そのご加護を期待する、という意味があるとさ

れています。 

 

 

 

  写真１ 写真２ 
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柳原神社秋の例大祭(韮崎市小田川) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２１日（日）、柳原神社秋の例大祭で、

こども神楽教室メンバーが神楽を奉納しました。 

明野から国道１４１号線に降りてすぐのとこ

ろにある柳原神社（地域では金比羅さんの愛称

で親しまれています）の秋例大祭では毎年、明

野町上手の三嶋神社神楽保存会の方が神楽を奉

納していますが、今年は初めて、かやぶんの子

ども神楽教室に参加している子ども達も舞わせ

ていただきました。奉納させていただいたのは、

ベテラン組の三井翼君（明野中３年）、野間悠ち

ゃん（明野小６年）、高木那鶴ちゃん（明野小４

年）の３名。初めて参加するお祭りでしたが、

無事に奉納することができました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

秋風に吹かれながら、重文民家「八代家住宅」でのライ

ブコンサートを楽しんでみてはいかがでしょうか♪ 

当日は話題の café、くじらぐもの出店もあります。 

 

会場：八代家住宅(北杜市明野町上手１８７０) 

日時：１０月１８日 13:30 開場 14:00 開演 

チケット：１，５００円(１ドリンク代込み) 
 

詳しい内容についてはかやぶんまでお問い合わせ下さい。 

＝ドキドキ！まいぶんシリーズ＝  

１１月の予定～ 

● たのしい手話教室 

クイズやゲームをしながら、手話を覚えよう♪ 

日にち：１１月５日（月）午後５時～７時 

● Special イベント・ほうとう作り 

美味しい郷土食「ほうとう」を作って食べよう！ 

日にち：１１月１１日(日) 午前１０時～１２時 

● やさしい囲碁教室 

楽しく囲碁を学ぼう！初心者でも大丈夫♪ 

日にち：１１月１５日(木) 午後５時～７時 

● おばあちゃんの知恵袋 

和紙を使って、来年のカレンダーを作ろう！ 

日にち：１１月２１日(水) 午後５時～７時 

● おばあちゃんの知恵袋 

畑で作った綿をつんで、糸につむいでみよう♪ 

日にち：１１月２７日(火) 午後５時～７時 

● はじめての茶道教室 

お茶のお作法を覚えよう。美味しいお菓子もあるよ！  

日にち：１１月２８日(水) 午後５時～７時 
 
 

ドキドキ！埋文シリーズで、いろんな体験を 

楽しもう♪ 参加者申し込み受付中です！ 

お問い合わせは茅ヶ岳歴史文化研究所まで。 

TEL／FAX：0551-25-2019 
 

＝会員募集＝ 

●歴史や文化財の研究を通じて知識を深めたい 

●活動を通じて文化財保護や活用に役立ちたい 

●イベントを通じてさまざまな人と交流したい 
 

茅ヶ岳歴史文化研究所では、私たちと一緒に

活動してくださる方、ご賛同いただける方を

募集しています。 

 

 
 

＝編集後記＝ 
 

あっという間に空気が冷たくなってきた今日

この頃、まいぶん内では風邪が流行中。皆様も、

どうぞお身体にお気をつけてお過ごし下さい。 

入会金 1,000 円 

年会費 1,000 円 

 

出演： 

Canto de rua 
 

都内を中心に

活動している 

スティールパン、

チェロ、ガット

ギターの３人

編成のバンド 

 

  


